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 前回に引き続き、CIS統計委員会および各国統計局発表のデータ等にもとづき、2025年の経済実

績を中心にNIS諸国の最新の経済情勢についてのレビューを行う。 

 前回は、ロシア・NIS全般、ロシア、ウクライナ、ベラルーシ、モルドバについての解説をお届けした。

今号では中央アジア諸国（カザフスタン、キルギス、ウズベキスタン、トルクメニスタン、タジキスタン）、

南コーカサス諸国（アゼルバイジャン、アルメニア、ジョージア）、モンゴルを扱う。 

 なお、前号で掲載した主要経済指標について、最新の数字に更新したので、改めて掲載する。 

 

 
 2025年のカザフスタン経済は、前年のGDP対前年比4.8％増から6.5％増へと成長が加速した。

牽引したのは石油の増産と政府による活発な財政投資で、2025年の石油生産は過去最高の

9,938万t（前年比13.3％増）に達し、この結果、鉱工業生産の増加率は前年の3.2％から7.5％へ

大きく伸び幅を広げた。過去数年の傾向を引き継ぎGDP部門別で最大の成長を示したのは運輸・倉

庫（20.4％増）、次いで建設（15.9％増）であり、前者については石油生産増加に伴う関連部門を含
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